
放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

政
府
及
び
日
本
放
送
協
会
は
、
公
共
放
送
の
使
命
を
全
う
し
、
国
民
・
視
聴
者
の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
経
営
委
員
会
は
、
本
委
員
会
の
審
議
を
踏
ま
え
、
経
営
委
員
会
の
放
送
番
組
の
編
集
へ
の
介
入
の
疑
念
に
つ
い
て
、
十
分

な
総
括
と
反
省
を
行
い
、
改
め
て
、
放
送
番
組
は
何
人
か
ら
も
干
渉
さ
れ
、
又
は
規
律
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
規
定
し

た
、
放
送
法
第
三
条
の
放
送
番
組
編
集
の
自
由
を
十
分
理
解
し
、
そ
の
自
由
を
侵
害
す
る
行
為
は
も
と
よ
り
、
侵
害
を
疑
わ

れ
る
行
為
を
絶
対
に
行
わ
な
い
こ
と
。 

 

二
、
経
営
委
員
会
は
、
放
送
法
が
定
め
る
協
会
の
自
律
性
を
保
障
す
る
た
め
に
、
協
会
の
経
営
に
関
す
る
最
高
意
思
決
定
機
関

と
し
て
重
い
職
責
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
、
協
会
が
放
送
法
に
定
め
ら
れ
た
役
割
を
確
実
に
果
た
す
よ
う
、
権

限
を
行
使
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
協
会
は
、
国
民
・
視
聴
者
か
ら
の
受
信
料
で
そ
の
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
、
そ
の
運
営
に
つ

い
て
、
情
報
の
十
分
な
開
示
・
説
明
を
行
う
た
め
、
議
事
録
の
適
切
な
作
成
・
管
理
・
公
表
を
行
う
こ
と
。
特
に
、
経
営
委

員
会
は
、
そ
の
意
思
決
定
に
至
る
過
程
等
に
つ
い
て
、
公
表
を
原
則
に
適
切
な
議
事
録
等
の
作
成
を
行
う
こ
と
。 

 

三
、
監
査
委
員
会
は
、
放
送
法
に
基
づ
く
調
査
権
限
を
適
切
に
行
使
し
、
役
員
に
不
適
切
な
行
為
が
あ
る
場
合
、
又
は
、
公
共

放
送
の
倫
理
観
に
も
と
る
行
為
が
あ
る
場
合
に
は
、
経
営
委
員
会
と
十
分
に
連
携
し
な
が
ら
、
時
宜
を
失
す
る
こ
と
な
く
厳

格
に
対
処
す
る
こ
と
。 
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和
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会 



四
、
協
会
は
、
関
連
団
体
を
含
め
た
不
祥
事
に
対
し
、
国
民
・
視
聴
者
か
ら
厳
し
い
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

公
共
放
送
を
担
う
者
と
し
て
の
役
職
員
の
倫
理
観
を
高
め
、
綱
紀
の
粛
正
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
、
再
発
防
止
策
の

確
実
な
実
施
等
を
組
織
一
体
と
な
っ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
信
頼
回
復
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
。 

 

五
、
協
会
は
、
公
共
放
送
と
し
て
の
社
会
的
使
命
を
認
識
し
、
公
正
を
保
持
し
、
事
実
を
客
観
的
か
つ
正
確
、
公
平
に
伝
え
、

真
実
に
迫
る
た
め
の
最
善
の
努
力
を
不
断
に
行
う
と
と
も
に
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
多

く
の
角
度
か
ら
論
点
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
放
送
法
の
原
則
を
遵
守
す
る
こ
と
。
ま
た
、
国
民
・
視
聴
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
様
々
な
意
見
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
自
律
的
に
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
速
や
か
に
公
表
す
る
こ
と
。 

 

六
、
政
府
は
、
日
本
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
表
現
の
自
由
、
放
送
法
に
定
め
る
放
送
の
自
律
性
を
尊
重
し
、
協
会
を
含
め
た
放

送
事
業
者
の
番
組
編
集
に
お
け
る
自
主
・
自
律
性
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
放
送
法
を
運
用
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
経
営
委
員
の
任
命
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
職
務
の
公
共
性
を
認
識
し
、
公
正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
経
験

と
見
識
を
有
す
る
者
を
、
全
国
、
各
分
野
を
考
慮
し
て
幅
広
く
公
平
に
選
任
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

七
、
協
会
は
、
業
務
の
目
的
の
明
確
化
や
業
務
改
革
等
の
不
断
の
努
力
を
通
じ
、
受
信
料
引
下
げ
等
を
要
因
と
す
る
二
年
連
続

の
事
業
収
支
差
金
の
赤
字
を
見
込
ん
だ
予
算
編
成
か
ら
、
早
期
の
収
支
均
衡
を
実
現
し
、
よ
り
安
定
し
た
業
務
体
制
を
確
保

す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

八
、
政
府
及
び
協
会
は
、
放
送
と
通
信
の
融
合
の
更
な
る
進
展
の
中
で
、
公
共
放
送
の
在
り
方
及
び
受
信
料
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
真
摯
に
検
討
を
行
う
こ
と
。 

ま
た
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
協
会
は
、
新
体
制
の
下
で
次
期
中
期
経
営

計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
繰
越
金
の
現
状
や
今
後
の
事
業
収
支
の
見
通
し
等
を
踏
ま
え
、
新
し
い
社
会
と
技
術
に

対
応
し
た
公
共
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
す
る
こ
と
。 

 



九
、
協
会
は
、
受
信
料
制
度
に
対
す
る
国
民
・
視
聴
者
の
理
解
を
促
進
し
、
受
信
契
約
の
締
結
は
視
聴
者
の
理
解
を
得
た
適
正

な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、公
平
負
担
の
観
点
か
ら
、
受
信
料
支
払
率
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。 

 
 

ま
た
、
受
信
料
減
免
の
拡
大
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。 

 

十
、
協
会
は
、
常
時
同
時
配
信
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
業
務
を
行
う
に
際
し
て
は
、
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
十
分
認
識

し
、
国
民
・
視
聴
者
の
ニ
ー
ズ
や
動
向
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
民
間
放
送
事
業
者
等
の
見
解
を
幅
広
く
聞
き
な
が

ら
、
関
係
者
間
で
の
情
報
共
有
及
び
連
携
を
図
り
、
適
正
な
規
模
・
水
準
の
下
、
節
度
を
も
っ
て
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
。 

 

十
一
、
協
会
は
、
各
地
域
の
関
係
者
と
様
々
な
分
野
で
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
な
ら
で
は
の
魅
力
を
紹
介

し
、
地
域
の
活
性
化
及
び
発
展
に
寄
与
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
国
内
外
に
向
け
た
積
極
的
な
発
信
に
努

め
る
こ
と
。 

 

十
二
、
協
会
は
、
我
が
国
の
経
済
・
社
会
・
文
化
等
の
動
向
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
我
が
国
に
対
す
る

理
解
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
国
際
放
送
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
特
に
、
外
国
人
向
け
テ
レ
ビ
国
際
放
送
に
つ
い
て
は
、

番
組
内
容
の
充
実
、
国
内
外
に
お
け
る
認
知
度
の
向
上
等
に
努
め
る
こ
と
。 

 

十
三
、
協
会
は
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
不
断
に
強
化
し
、
子
会
社
等
か
ら
の
適
切
な
還
元
を
図
る
と
と
も
に
、

重
複
業
務
の
整
理
等
を
推
進
し
、
透
明
性
の
高
い
効
率
的
な
グ
ル
ー
プ
経
営
の
構
築
に
向
け
て
、
迅
速
か
つ
確
実
に
取
り
組

む
こ
と
。 

 

十
四
、
協
会
は
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
に
対
し
、
十
分
な
情
報
ア
ク
セ
ス
機
会
を
確
保
し
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
を
解
消

す
る
た
め
、
字
幕
放
送
、
解
説
放
送
、
手
話
放
送
の
一
層
の
充
実
等
を
図
る
こ
と
。 

   



十
五
、
協
会
は
、
自
然
災
害
が
相
次
ぐ
と
と
も
に
、
新
た
な
感
染
症
が
発
生
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
い
か
な
る
事
態
に
お
い

て
も
放
送
・
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
地
方
局
と
連
携
し
、
放
送
設
備
と
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
正
し
い

情
報
を
国
民
・
視
聴
者
に
伝
達
し
、
そ
の
予
防
・
拡
大
防
止
に
寄
与
す
る
よ
う
万
全
を
期
す
こ
と
。 

 

十
六
、
協
会
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
に
定
め
る
重
要
社
会
基
盤
事
業
者
で
あ
る
こ
と
及
び
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 

十
七
、
協
会
は
、
労
働
法
制
の
改
正
を
受
け
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
事
業
主
の
措
置
義
務
を
果
た
す
取
組
を
一
層
促
進
し
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
す
と
と
も
に
、
過
労
死
の
再
発
防
止
の
た
め
、
協
会
の
業
務
に
携
わ
る
者
の
健
康
を
確
保
し
、
適
正

な
業
務
運
営
と
労
働
環
境
確
保
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。 

 

十
八
、
協
会
は
、
障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
、
雇
用
率
を
一
層
高
め
る
と
と
も
に
、
職
場
で
の
差
別
禁
止
や
合
理
的

配
慮
を
徹
底
し
、
障
が
い
者
の
働
く
環
境
の
改
善
を
進
め
る
こ
と
。 

ま
た
、
女
性
の
採
用
・
登
用
に
つ
い
て
、
よ
り
高
い
数
値
目
標
を
設
定
し
、
性
別
に
関
係
な
く
仕
事
と
家
庭
が
両
立
で
き

る
職
場
の
環
境
改
善
を
進
め
る
こ
と
。 

 

十
九
、
政
府
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
指
定
公
共
機
関
で
あ
る
協
会
に
対
す
る
同
法
に
基
づ
く
指
示

に
つ
い
て
は
、
報
道
の
独
立
性
及
び
国
民
の
知
る
権
利
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


